


※駐車場に限りがあるため、公共交通機関をご利用ください。※無料駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。
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市役所教育委員会
（鑑賞券販売所）

亀城プラザ
（鑑賞券販売所）

雨天時の会場（鑑賞券販売所）

至　東京

至　つくば

土浦小学校

蚣臨時無料駐車場利用時間 PM5‥00～PM9‥00（土浦小学校はPM5‥30から）

・一般販売開始は7月22日（火）9時から

土浦市教育委員会（ウララⅡ7F）
　　　文化振興課 029（893）5505
クラフトシビック
　　　ホール土浦 029（822）8891
土浦市亀城プラザ 029（824）3121

シテ＊野村万作 　のむら まんさく

狂言方和泉流。1931年生。祖父故・初世野村萬斎及び父
故・六世野村万蔵（人間国宝）に師事。紫綬褒章、旭日小
綬章、日本芸術院賞、文化庁芸術祭大賞、紀伊国屋演劇
賞、観世寿夫記念法政大学能楽賞、坪内逍遥大賞、朝日
賞など受賞。文化功労者。重要無形文化財各個認定保持
者（人間国宝)。日本芸術院会員。文化勲章受章。

アイ＊野村萬斎　のむら まんさい

狂言方和泉流。1966年生。野村万作（人間国宝）の長男。祖父故・
六世野村万蔵（人間国宝）及び父に師事。文化庁芸術祭新人賞・優
秀賞、読売演劇大賞優秀男優賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、
紀伊国屋演劇賞、朝日舞台芸術賞、毎日芸術賞千田是也賞、観世
寿夫記念法政大学能楽賞、松尾芸能賞大賞など受賞。石川県立音
楽堂アーティスティック・クリエイティブ・ディレクター。

あらすじ
聟入りのため、酒を手みやげに舅の家に向う男。道中、渡し舟の船頭に酒を無心され、男が断ると船頭は船を揺らして脅しにかかる。仕方なく男は
酒を振る舞うが、一杯のつもりがあの手この手で無心され、遂に樽を空にされてしまう。
さて男を岸に送り届けた船頭は、聟が訪ねてきたと妻から聞いて急ぎ自宅に戻る。しかし聟を見て仰天。そこにいるのは先程の客ではないか。慌て
た舅は妻の提案に従って髭を剃り…。
酒による失態とそれを取り繕う様が笑いを誘う狂言。

狂言「舟渡聟」（ふなわたしむこ）

土 浦 市 立 武 道 館 土浦市文京町10-16 旧土浦市生涯学習館 土浦市文京町9-2
博物館第２駐車場 土浦市中央１-15-18 土浦小学校職員用駐車場 土浦市大手町13-32

能「半蔀」（はじとみ）

あらすじ

シテ＊観世銕之丞　かんぜ てつのじょう

シテ方観世流。1956年生。故・八世観世銕之亟（人間国宝）の長
男。伯父故・観世寿夫及び父に師事。初舞台は4歳。2002年、九
世銕之丞を襲名。他ジャンルのアーティストとのコラボレーショ
ン作品にも多数参加するなど、古典を越えた世界でも幅広く活
躍。日本芸術院賞受賞。紫綬褒章受章。公益社団法人銕仙会代
表理事。公益社団法人能楽協会理事長。

夏の終わり、都紫野の雲林院では立花供養（仏前に捧げた花の供養）が行われている。その庭に現れ、夕顔の花を手向ける女は自分は五条あたりに
住む者であると言って花の蔭に消え失せる。
所の者から光源氏との逢瀬で物の怪に憑かれて短い命を終えた夕顔上の話を聞き、僧はすっかり荒れ果てた、かつての五条の夕顔上の住いを訪ねる。
やがて昔を偲ぶ女の声が聞こえ、半蔀戸を押し上げて美しい女が姿を見せた。
女は夕顔上が光源氏に見初められ、たがいに歌を交しあって深く契りを結んだ一夜を懐かしみ、懐旧の舞を舞う…。
『源氏物語』の中で最も儚い女性、夕顔上。光源氏との美しい出会いと別れを題材に、その儚い生と、夕に咲き、朝には萎れる夕顔の花とを重ね合わ
せて描いた能。

前シテ　　　里女　観世銕之丞
後シテ　　夕顔女　　　〃
ワキ　　　　　僧　舘田　善博
アイ　　　所ノ者　野村　萬斎
　　　　　　　笛　栗林　祐輔
　　　　　　小鼓　田邊　恭資
　　　　　　大鼓　柿原　弘和
　　　　　　地謡　馬野　正基
　　　　　　　　　浅見　慈一
　　　　　　　　　北浪　貴裕
　　　　　　　　　長山　桂三
　　　　　　　　　観世　淳夫
　　　　　　　　　谷本　健吾
　　　　　　　　　安藤　貴康
　　　　　　　　　小早川泰輝
　　　　　　後見　鵜澤　　久
　　　　　　　　　鵜澤　　光

シテ　　船頭・舅　野村　万作
アド　　　　　女　高野　和憲
小アド　　　　聟　野村　裕基
　　　　　　後見　飯田　　豪

キッチンカー（軽食・飲物）の出店を予定しています。


